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インターネットでの出願になります。

内容に変更 及び 追加事項が生じた場合、大学HPにてお知らせいたします。

令和8年度

グローバルコミュニケーション研究科
修士課程
言語文化コミュニケーション専攻

健康栄養科学研究科
修士課程
健康栄養科学専攻

リハビリテーション科学研究科
修士課程
リハビリテーション科学専攻

こども発達学研究科
修士課程
こども発達学専攻



　鶴岡学園の建学の精神は創設者鶴岡御夫妻の遺された学訓『清く正しく雄 し々く進め』を淵
えんげん

源とする。 

「清く」とは真理を探究する清新な知性であり、「正しく」とは正義に基づく誠実な倫理性を指し、「雄 し々く 

進め」とは未来を拓く進取の精神の称揚が込められている。また、国民の生活の充実に寄与する「実学 

の精神」に基づくことが明確に示された。これを要約して「清
せい

正
せい

進
しん

実
じつ

」として心に刻むこととする。
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アドミッションポリシー

求める学生像
グローバルコミュニケーション研究科は、国際社会の理解に必要な知識・技能を積極的に吸収しようとする向上心にあふれた研究意欲のある次のよ
うな学生を受け入れます。

【知識・技能】
•	大学で習得した言語・文化に関する十分な基礎学力を有している人。
【思考・判断・表現】
•	異文化を理解するに当たって柔軟で創造的な思考ができる人。
•	研究計画について論理的に考察・整理し、分かり易く伝えることができる人。
【関心・意欲・態度】
•	高度な言語運用能力を身につけ、さらに高度な「言語・文化・コミュニケーション」を専門的に研究したい人。
•	異文化圏に関心を持っている人。
•	幅広い知識と教養を身につけ、高度な言語運用能力を高め、活躍したいと望んでいる人。
•	国内外の研究活動を通じて、さらに視野を広めて言語と文化に対する感性を磨き、修了後は翻訳や通訳などに従事する専門的職業人として国内
外で活躍したいと望んでいる人。

グローバルコミュニケーション研究科 修士課程 言語文化コミュニケーション専攻

求める学生像
健康栄養科学研究科は、食品の安全管理に関する高度な専門知識と研究技術を習得する意欲のある学生、または病院・保健センターなど健康教育
の最前線や栄養士養成系大学の教育者・研究者として必要な知識・技術を習得する意欲のある次のような学生を受け入れます。

【知識・技能】
•	大学で習得した健康栄養科学に関する十分な基礎学力を有している人。
【思考・判断・表現】
•	研究計画について論理的に考察・整理し、分かり易く伝えることができる人。
【関心・意欲・態度】
•	行政、学校、病院各施設等において健康教育指導、給食等食事提供における食品の安全管理的な知識・技術を身につけたい人。
•	食品産業において、研究開発に従事し、消費者の立場で食品の品質や安全管理などを判断し、解決できる実践的な知識・技術を身につけたい人。
•	栄養士養成系大学の教育者・研究者、特に実験・実習の指導ができる知識・技術を身につけたい人。

健康栄養科学研究科 修士課程 健康栄養科学専攻

求める学生像
リハビリテーション科学研究科は､リハビリテーション科学を学ぶ強い意欲を持ち､将来リハビリテーションと地域の健康支援領域に貢献したいと考
えている次のような人材を受け入れます。

【知識・技能】
•	大学院で学ぶ基礎的学力（リハビリテーションと地域の健康支援に関する知識 ･技術、論理的思考力､ 対人コミュニケーション能力、国語 ･英
語力等）を身につけた人。

【思考・判断・表現】
•	研究計画や研究プロセス、成果について論理的に考察･整理し､ 分かり易く伝えることができる人。
【関心・意欲・態度】
•	リハビリテーションと地域の健康支援領域を担う多様な専門職に求められる思いやりの心､ 豊かな感性と深い見識､ 責任感 ･継続性を身につけ
ている人。

リハビリテーション科学研究科 修士課程 リハビリテーション科学専攻

求める学生像
こども発達学研究科は、幼児期と学童期にかけての教育研究を行うとともに、幼児・児童の発達支援に精通した高度な実践力を備えた幼児教育・
学校教育の実践者になりたいと考えている教育・保育をめざす次のような人を学生として受け入れます。（教育・保育系の大学卒業者を原則とする
が教育・保育系以外の大学卒業者にも出願を認めます。）
【知識・技能】
•	大学で習得した保育・教育・発達支援および英語に関する基礎的な学力を有している人。
【思考・判断・表現】
•	研究計画について論理的に考察・整理し、分かり易く伝えることができる人。
【関心・意欲・態度】
•	子どもの成長・発達を実現するために、理論と実践の往還の中からの学びにより、創意ある実践を展開できる中堅のリーダーとしての教育・保
育者をめざす人。
•	幼児期・学童期の連続性を視野においた実践の展開ができる教育・保育者をめざす人。
•	一般の子どもたちと障がいのある子どもたちのインクルーシブな教育・支援のできる教育・保育者をめざす人。

こども発達学研究科 修士課程 こども発達学専攻
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I 大学院入試 共通事項

区 分
グローバルコミュニケーション 健康栄養科学 リハビリテーション科学 こども発達学
前期

（入学手続時） 後期 前期
（入学手続時） 後期 前期

（入学手続時） 後期 前期
（入学手続時） 後期

入　学　料 100,000円 – 100,000円 – 200,000円 – 200,000円 –
授　業　料 350,000円 350,000円 350,000円 350,000円 400,000円 400,000円 400,000円 400,000円
教育充実費 100,000円 – 100,000円 – – – – –
実験実習費 – – 100,000円 – – – – –

学生教育研究災害傷害保険（2年間分） 1,750円 – 1,750円 – 1,790円 – 1,750円 –
学研災付帯賠償責任保険（2年間分） 680円 – 680円 – 1,000円 – 680円 –

同窓会費 20,000円 – 20,000円 – 20,000円 – 20,000円 –
計 572,430円 350,000円 672,430円 350,000円 622,790円 400,000円 622,430円 400,000円

年間納入額 922,430円 1,022,430円 1,022,790円 1,022,430円

※�本大学卒業生は入学料、実験実習費は免除、授業料は40%減免されます。�
本学短大（栄養短大含む）卒業生は授業料が40%減免されます。�
同窓会費は、本大学卒業生で納入済の方は、改めて納入していただく必要はありません。

3.学費等納付金

期 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日

春季
入学

前　期 2025年08月26日（火）～09月02日（火） 09 月 08 日（月） 09 月 19 日（金） 2026 年 01 月 05日（月）

中　期 2025年11月04日（火）～11月21日（金） 12 月 06 日（土） 12 月 13 日（土） 2026 年 01 月 05日（月）

後　期 2026年02月16日（月）～02月27日（金） 03 月 06 日（金） 03 月 17 日（火） 2026 年 03 月 24日（火）

秋季入学（※） 2026年06月18日（木）～07月02日（木） 07 月 09 日（木） 07 月 24 日（金） 2026 年 08 月 03日（月）

※秋季入学（2026 年 10 月 1 日）はグローバルコミュニケーション研究科のみ対象

1.2026年度入学試験日程〈春季入学（2026年4月）は全研究科共通〉

他大学出身者・社会人

研究計画書の作成

出　願

受　験

事前に問い合わせ、相談（来学または電話）
※本学大学院所属教員紹介

研究分野・論文テーマ等について、あらかじめ承諾を取り付ける
※出願前に「研究計画書」を大学へ事前に提出してください

（各出願期間開始の1週間前まで）

出願に必要な項目をインターネットに登録し、
すべての出願書類（長期履修希望の場合は申請書類も含む）を出願期間内に届くように郵送してください。

事前に大学院所属教員に相談
（学部教員または入試広報課窓口）

同一法人大学出身者

合格・手続き・入学

2.出願の流れ
大学院受験希望の方は、入学試験日程と出願の流れ、各研究科の募集要項を参照し、希望する指導担当教員と相談のうえ受験してください。

北海道文教大学
インターネット
出願システムは

こちらから
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北海道文教大学大学院では長期履修学生制度を導入しています。

1. �職業を有している者（自営業、臨時雇用、非常勤職員等を
含みます）

2. 家事、育児、介護等に従事している者
3. 上記2の条件に準ずると認められる者

申請にあたっては入学予定研究科の希望する指導教員に相
談し、承諾を得たうえで下記書類を研究科長に提出してくだ
さい。
・�長期履修申請書（本学所定様式）
・�在職証明書または在職が確認できる書類（職業を有してい
る場合）
・�家事従事、育児または介護等に従事している者の申立書（様
式任意）

■ 対象者 ――――――――――――――― ■ 申請方法 ――――――――――――――

長期履修学生制度とは
長期履修学生制度とは、学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限（修士課程２年）を超えて一定期間にわたり計
画的に教育課程を履修し修了することを希望する場合に、その計画的な履修を認める制度です。
具体的には、２年間で修了するためには１週につき数回の登校が必要となるところを、３年または４年計画で１週当たりの登校
回数を減らして計画的に履修し、仕事との両立を図りながら修了を目指すことができます。
※注：長期履修学生制度は、単位の修得状況や学位論文の審査過程により修了が延期（いわゆる留年）となる者を救済する制度ではありません。

在学年限（修士課程４年）の範囲内で、長期履修期間を定め
ることができます。
ただし、休学の期間は上記期間に含まれません。

本学への入学志願者で、次に該当する場合（学校教育法施行令第22条の3に準拠）は、受験上及び修学上の配慮が必要とな
ることがありますので、必ず本学入試広報課に電話等で、各入学試験の願書受付日の10日前までにお問い合わせください。
必要に応じ、本学において、入学志願者との事前面談を行うことがあります。

問い合わせ先　〒061-1449 恵庭市黄金中央5丁目196番地の1　北海道文教大学入試広報課　電話0123-34-0160

1. �両眼の矯正視力が0.3未満の者または視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による
認識が不可能または著しく困難な程度の者

2. 両耳の聴力レベルが60デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが不可能または著しく困難な程度の者
3. 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持または歩行することが不可能または困難な者
4. 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記または実験・実習をすることが不可能または困難な者
5. 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者またはこれに準ずる者
6. 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者
7. 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者

■ 長期履修期間 ――――――――――――

■ 学費及び長期履修申請書の提出期限 ――――――――――――――――――――――――――
入学予定者（入学前） ※在学生（入学後）

学費 標準修業年限分の学費を長期履修期間に
応じて分割納付していただきます。

出願時に申請した場合は標準修業年限分の金額ですが、
入学後に長期履修申請すると金額が変わります。

長期履修申請書の
提出期限 入学手続き時

1年次の2月末まで
※在学生のうち最終年次（修士課程2年目）に在学する者は
　申請することができません。

※ご不明な点は入試広報課までお問い合わせください。

大学院長期履修学生制度について

身体等に障がいのある入学志願者との事前相談について
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II 各研究科別 募集要項
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選 考 方 法

春季・秋季入試ともに筆記試験・口述試験・研究計画書を総合し
て判定する。各選抜の筆記試験については、いずれか一つを選択
する。
■ 一般選抜

区　分 科　目　名 試験時間 配　点

筆記試験
英語 中国語 日本語学

60分 100
英語圏文化 中国語圏文化 日本文化

口述試験 口述試験
※筆記試験は、1科目を選択。英語・中国語は辞書持込み可。ただし電子辞書は不可。

■ 社会人選抜
（出願時において25歳以上で、大学卒業後2年以上の社会経験を有する者を対象とする。）

区　分 科　目　名 試験時間 配　点

小論文 小論文 60分 100

口述試験 口述試験

❶ 試験時間 ／ 試験時間は受験票に記載されます。
❷ 試験会場 ／ �北海道文教大学大学院� �

（北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1）

募集要項

グローバルコミュニケーション研究科

募集する研究科・専攻（課程）・修業年限・募集人員 出 願 先

	● 出願先 ／ �〒061-1449 北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1�
北海道文教大学大学院　入試広報課� �
TEL. 0123-34-0160

※出願書類の提出は郵送のみとし、書留速達で送付（締切日必着）

入学検定料及び納入方法

	● 入学検定料 ／ �正規30,000円� �
ネット出願による割引適用27,000円

	● 納 入 方 法 ／�  �
※納入方法は、インターネット出願サイトで確認してください。� �
�※入学検定料の他に事務手数料がかかります。

出 願 資 格

1.	 大学を卒業した者
2.	大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者
3.	外国において学校教育における16年の課程を修了した者
4.	外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することによ
り当該国の16年の課程を修了した者

5.	日本国において、外国の大学相当として指定した外国の課程（文
部科学大臣指定の外国大学日本校）を修了した者

6.	指定された専修学校の専門課程（文部科学大臣指定）を修了し
た者

7.	 本大学院において、個別の入学資格審査により認めた者
8.	社会人については、前各号の一つに該当するほか、� �
�a)大学卒業後2年以上勤務し、入学後も同一勤務機関での身分�
　を有する者� �
b)25歳以上で2年以上の社会経験を有する者

	● 研 究 科	／ グローバルコミュニケーション研究科
	● 専　　攻	／ 言語文化コミュニケーション専攻（修士課程）
	● 修業年限	／ 2年
	● 募集人員	／ �前・中期合わせて3名、後期2名、秋季若干名�

（一般選抜・社会人選抜を含む）

出 願 書 類

出願前に「研究計画書（本学所定様式1）」を大学へ事前に提出して
ください。研究内容を審査し、指導可能と判断された場合のみ出願
できます（各出願期間開始の1週間前まで）。

	● 志願書……………………………………………… 本学所定様式�1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの

	● �写真票……………………………………………… 本学所定様式�1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● 研究計画書………………………………………… 本学所定様式

	● 履歴書……………………………………………… 本学所定様式

	● 大学卒業（見込）証明書

	● 大学成績証明書

	● 在職中の勤務内容等を記載した書類� ����������� �
（社会人のみ）……………………………………  本学所定様式

	● その他（中国語能力認定証明書の写し）

※出願書類については、入試広報課までお問い合わせください。

合 格 発 表

本人宛速達郵便で、合格者には合格通知書及び入学手続き関連書類
を、不合格者には不合格通知書を送付します。

※外国人留学生の募集要項は、本学ホームページに掲載します。

春季入学については入学年度の4月1日、秋季入学については入学年
度の10月1日において、次の各号に掲げる要件のいずれかに該当す
る者とする。
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1.	 大学を卒業した者
2.	大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
3.	外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
4.	外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することによ
り当該国の16年の課程を修了した者

5.	日本国において、外国の大学相当として指定した外国の課程（文
部科学大臣指定の外国大学日本校）を修了した者

6.	指定された専修学校の専門課程（文部科学大臣指定）を修了し
た者

7.	 本大学院において個別の入学資格審査により認めた者
8.	社会人については、前各号の一つに該当するほか別途定める職
歴または実務経験を有する者

	● 志願書……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● �写真票……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● 志望理由書………………………………………… 本学所定様式

	● 履歴書……………………………………………… 本学所定様式

	● 大学卒業（見込）証明書

	● 大学成績証明書

	● 在職中の勤務内容等を記載した書類� ����������� �
（社会人のみ）……………………………………  本学所定様式

※出願書類については、入試広報課までお問い合わせください。

募集要項

健康栄養科学研究科

募集する研究科・専攻（課程）・修業年限・募集人員 出 願 先

	● 出願先 ／ �〒061-1449 北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1�
北海道文教大学大学院　入試広報課� �
TEL. 0123-34-0160

※出願書類の提出は郵送のみとし、書留速達で送付（締切日必着）

入学検定料及び納入方法

	● 入学検定料 ／ �正規30,000円� �
ネット出願による割引適用27,000円

	● 納 入 方 法 ／�  �
※納入方法は、インターネット出願サイトで確認してください。� �
�※入学検定料の他に事務手数料がかかります。

出 願 資 格

	● 研 究 科	／ 健康栄養科学研究科
	● 専　　攻	／ 健康栄養科学専攻（修士課程）
	● 修業年限	／ 2年、長期履修を希望する場合は4年以内
	● 募集人員	／ �前・中期合わせて3名、後期1名� �

（一般選抜・社会人選抜を含む）

出 願 書 類

出願にあたり最終学歴が短大卒等、個別の入学資格審査が必要とな
る者は、資格審査に必要な書類の提出がありますので、事前に下記
入試広報課までご連絡願います（各出願期間開始の1週間前まで）。

合 格 発 表

本人宛速達郵便で、合格者には合格通知書及び入学手続き関連書類
を、不合格者には不合格通知書を送付します。

選 考 方 法

筆記試験（専門科目、英語各1科目）及び口述試験により判定しま
す。
■ 一般選抜、社会人選抜

区　分 科　目　名 試験時間 配　点

筆記試験

専門科目
（�次の科目から1科目を選択）
　・健康教育科学
　・食品機能学
　・免疫学
　・生化学
　・生理学

60分

英語
（�辞書持込可、但し電子辞書は不可） 60分

口述試験 口述試験

❶ 試験時間 ／ 試験時間は受験票に記載されます。
❷ 試験会場 ／ �北海道文教大学大学院� �

（北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1）

入学年度の4月1日において、次の各号に掲げる要件のいずれかに該
当する者とする。
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募集要項

リハビリテーション科学研究科

募集する研究科・専攻（課程）・修業年限・募集人員 出 願 先

	● 出願先 ／ �〒061-1449 北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1�
北海道文教大学大学院　入試広報課� �
TEL. 0123-34-0160

※出願書類の提出は郵送のみとし、書留速達で送付（締切日必着）

入学検定料及び納入方法

	● 入学検定料 ／ �正規30,000円� �
ネット出願による割引適用27,000円

	● 納 入 方 法 ／�  �
※納入方法は、インターネット出願サイトで確認してください。� �
�※入学検定料の他に事務手数料がかかります。

出 願 資 格

1.	 大学を卒業した者
2.	大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
3.	外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
4.	外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することによ
り、当該国の16年の課程を修了した者

5.	日本国において、外国の大学相当として指定した外国の課程（文
部科学大臣指定の外国大学日本校）を修了した者

6.	指定された専修学校の専門課程（文部科学大臣指定）を修了し
た者

7.	 本大学院において個別の入学資格審査により認められた者
8.	社会人については、前各号の一つに該当するほか、本研究科委
員会が承認するリハビリテーション関連の資格（医療・福祉・心
理・教育・スポーツ等）を保持し、一定の実務経験を有する者

	● 研 究 科	／ リハビリテーション科学研究科
	● 専　　攻	／ リハビリテーション科学専攻（修士課程）
	● 修業年限	／ 2年、長期履修を希望する場合は4年以内
	● 募集人員	／ �前・中期合わせて3名、後期1名� �

（一般選抜・社会人選抜を含む）

出 願 書 類

出願前に入学後の研究等について志望する専門分野の教員と研究
計画、出願資格の有無、実務経験等について十分な相談を行うこと
（各出願期間開始の1週間前まで）。

本専攻に入学できる者は、リハビリテーションや地域の健康支援に
関する研究に興味を持ち、入学年度の4月1日において、次の各号に
掲げる要件のいずれかに該当する者とする。

	● 志願書……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● �写真票……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● 研究計画書………………………………………… 本学所定様式

	● 履歴書……………………………………………… 本学所定様式

	● 大学卒業（見込）証明書

	● 大学成績証明書

	● 在職中の勤務内容等を記載した書類� ����������� �
（社会人のみ）……………………………………  本学所定様式

※出願書類については、入試広報課までお問い合わせください。

合 格 発 表

本人宛速達郵便で、合格者には合格通知書及び入学手続き関連書類
を、不合格者には不合格通知書を送付します。

選 考 方 法

筆記試験（英語、小論文）及び口述試験により判定します。
■ 一般選抜、社会人選抜

区　分 科　目　名 試験時間 配　点

筆記試験

英語
（�辞書持込可、但し電子辞書は不可） 60分

小論文
　�健康、医療、福祉、リハビリテー
ションに関する内容（1,200字）

60分

口述試験
口述試験
　�提出された研究計画書に基づき実
施します。

 

❶ 試験時間 ／ 試験時間は受験票に記載されます。
❷ 試験会場 ／ �北海道文教大学大学院� �

（北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1）
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選 考 方 法

筆記試験及び口述試験により判定します。
■ 一般選抜

区　分 科　目　名 試験時間 配　点

筆記試験

英語
　�辞書持ち込み可。ただし通信機能
付きの電子辞書は不可

60分 100

小論文
　�保育・教育・発達支援に関する内容 �
1,200字

60分 100

口述試験
口述試験
　�提出された入学志願書及び研究計
画書に基づき実施

60分 100

■ 社会人選抜

区　分 科　目　名 試験時間 配　点 備　考

筆記試験 小 論 文 60分 100
保育・教育・発達支援
に関する内容 
1,200字

口述試験 口 述 試 験 60分 100
提出された入学志願
書及び研究計画書に
基づき実施

❶ 試験時間 ／ 試験時間は受験票に記載されます。
❷ 試験会場 ／ �北海道文教大学大学院� �

（北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1）

募集要項

こども発達学研究科

募集する研究科・専攻（課程）・修業年限・募集人員 出 願 先

	● 出願先 ／ �〒061-1449 北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1�
北海道文教大学大学院　入試広報課� �
TEL. 0123-34-0160

※出願書類の提出は郵送のみとし、書留速達で送付（締切日必着）

入学検定料及び納入方法

	● 入学検定料 ／ �正規30,000円� �
ネット出願による割引適用27,000円

	● 納 入 方 法 ／�  �
※納入方法は、インターネット出願サイトで確認してください。� �
�※入学検定料の他に事務手数料がかかります。

	● 研 究 科	／ こども発達学研究科
	● 専　　攻	／ こども発達学専攻（修士課程）
	● 修業年限	／ 2年、長期履修を希望する場合は4年以内
	● 募集人員	／ �前・中期合わせて3名、後期若干名� �

（一般選抜・社会人選抜を含む）

合 格 発 表

本人宛速達郵便で、合格者には合格通知書及び入学手続き関連書類
を、不合格者には不合格通知書を送付します。

出 願 資 格

1.	 大学を卒業した者
2.	大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
3.	外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
4.	外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することによ
り当該国の16年の課程を修了した者

5.	日本国において、外国の大学相当として指定した外国の課程（文
部科学大臣指定の外国大学日本校）を修了した者

6.	指定された専修学校の専門課程（文部科学大臣指定）を修了し
た者

7.	 本大学院において個別の入学資格審査により認められた者
8.	社会人については、前各号の一つに該当するほか別途定める職
歷または実務経験を有する者（短期大学・専門学校卒業者は3
年以上の実務経験、大学卒業者は1年以上の実務経験を有する
者）

入学年度の4月1日において、次の各号に掲げる要件のいずれかに該
当する者とする。アドミッションポリシーに基づき、入学者は保育・
教育系の大学卒業者を原則とするが、保育・教育系以外の大学卒業
者にも出願を認めることとする。

出 願 書 類

出願前に入学後の研究等について志望する専門分野の教員と研究
計画、出願資格の有無、実務経験について十分な相談を行うこと
（各出願期間開始の1カ月前まで）。

	● 志願書……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● �写真票……………………………………………… 本学所定様式	1�
（インターネット出願サイトでの出願情報登録及び入学検定料納入後に印刷したもの）

	● 研究計画書………………………………………… 本学所定様式

	● 履歴書……………………………………………… 本学所定様式

	● 大学卒業（見込）証明書

	● 大学成績証明書

	● 在職中の勤務内容等を記載した書類� ����������� �
（社会人のみ）……………………………………  本学所定様式

※出願書類については、入試広報課までお問い合わせください。
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グローバルコミュニケーション研究科
修士課程
言語文化コミュニケーション専攻

健康栄養科学研究科
修士課程
健康栄養科学専攻

リハビリテーション科学研究科
修士課程
リハビリテーション科学専攻

こども発達学研究科
修士課程
こども発達学専攻

大学院
〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目169番地の1
TEL：0123-34-0160　FAX：0123-34-1640

入試広報課

入試専用

入試広報課では、資料請求をはじめ様々なご相談にお答えします。
お気軽にご連絡ください。

北海道文教大学
公式webサイト

0120-240-552 FAX 0123-34-1640
www.do-bunkyodai.ac.jp

入   試   は こ   こ   に


